
・避難情報は躊躇せず、空振りをおそれずに決断しようと進めている。 
・基本的な三本柱「伝える・促す・動く」は、国交省と県・市町村、地域住民も問題意識を共有し合う 
 ことにより、安全・安心が担保できる。 
・水位等の情報がない河川（県管理区間）への対応が、自治体としては難しい。（気象台等の情報が頼り） 
・危険度を予知する「メッシュ情報」の伝達・共有はありがたい。 
・インバウンド（訪日外国人旅行）や観光客が滞在時、万一ゲリラ豪雨等による氾濫が発生しても排水ポン
プ車（最上広域圏事務組合所有）の集中運用による「道路交通の確保などの減災行動」が、来訪者への安心
感を高める。 
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『伝える』 ：洪水予測精度向上、XRAIN配信エリア拡大、気象情報発信時の「危険度色分け」等の改善、 
                  ハザードマップ更新、災害体験者からの伝承、体験型防災教育 
『促 す』 ：タイムラインの精度向上、市町村避難行動マニュアル(案)の整備、タイムラインに基づく 
       学習型訓練、ホットライン・エリアメール等プッシュ型情報提供、簡易アラート装置等の整備 
『動 く』：様々な危険を想定した避難誘導・水防活動訓練の実施、まるごとまちごとハザードマップの 
                  追加整備、樋門樋管操作時の回転灯装置の整備、ヘリポートとして利用可能な箇所の検討 

○最上川中流大規模氾濫時の減災対策協議会を9月21日に開催しました。 
○大規模水害に備え、3つの目標『伝える・促す・動く』について、具体的な 
 取組方針を決定しました。 
○取組は、平成32年度までの5ヶ年を目標とし、毎年出水期前に協議会幹事会
を開催、進捗状況を確認します。 
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山形県 環境エネルギー部 危機管理課長 
    県土整備部    参事(兼)河川課長 
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国土交通省 新庄河川事務所長 
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